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会　社　名 	株式会社ゆめみ
代 表 者 名 	深田　浩嗣
創立（創業）	2000年
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モバイルサービスの企画・開発・運営・コンサルティング
自社サービス運営

モバイルインターネットの事業ドメインに特化。

株式会社ゆめみは、2000年に「モバイル（ケータイ）」に特化した制作開発企業とし
てスタートして以来、携帯端末やその環境の目まぐるしい変化に合わせて進化し、今
も日々絶え間なく成長を続けています。
さらなる発展に向けて努力を続ける私たちに、今後ともご注目ください。

 事業内容

会社概要



認定部門 育児・介護休業制度充実部門

 目的・理念
仕事と家庭の両立を行う中で、ゆめみでの優先順位は

　①自分の健康　②家庭　③仕事　です。

終身雇用の中、家庭の大黒柱としての男性が仕事に専念できるような環境を国や会
社が支えてきた時代から、核家族化や男女共働きが進む時代へと現代日本が変わ
る中で、仕事と家庭の両立についての価値観も大きく変わりつつあります。

ゆめみでの職場風土改革の取組は

必ずしも、ばりばりと残業して仕事に取り組み、能力成長や成果を上げることを否定
することではなく、男性も育児をするべきという価値観を強要するものでも勿論あ
りません。人によって異なる、仕事、家庭の状況によって、時には仕事に没頭し、時
には家庭に専念し、といった「柔軟性」を創り上げていくことが目的です。

それには、制度面での解決方法だけでは不十分です。

会社は人から成り立ちます。働く私たち自身の考え方、価値観として、両立を受け入
れ、それが会社の風土として根付くことが重要です。

そのための一歩として、今回の取り組みを社内外に改めて宣言し、決意し取り組んで
いきます。

ゆめみは、私たち自身が「こうありたい」という会社を私たち自身が創ることができ
る会社です。

 取組内容

失効した年次有給休暇の積立保存制度
・失効した年次有給休暇を、40日を上限として積み立て、育児･介護は傷病その他
の理由で利用することができます（有給）。

出産・育児のための特別有給休暇の導入
・妊娠した本人又は配偶者である社員に10日の特別有給休暇を付与します。小学
校就学前まで申請することができ、申請時から2年間有効。男性の育児参加と母
親の負担軽減が進みました。

法を上回る育児介護休業規程の整備
・育児短時間勤務制度の対象を小学校就学前までに拡大しました。
・子の看護休暇および介護休暇を半日単位で取得することが可能です。



 実現のポイント

管理部門を中心に、様々な施策・制度導入・情報提供の実施
・経営者の「仕事と育児の両立支援制度の取り組み」についての想いを、全体周知
し、会社をあげて、トップをまきこんで施策・制度の検討を実施しています。

社内制度や運用ルールの聴取、周知、改善
・メーリングリスト、グループウェアを使用し、「仕事と育児の両立支援制度」の周
知徹底を図っています。
・よくある質問などはイントラネット上にQ&Aを掲載しています。
・質問、相談の窓口を設置し、「仕事と育児の両立支援制度」についての疑問や不
安を解消できる環境を整備しています。

管理職に対する両立支援研修の実施
・DVDを視聴し、ディスカッションを行い、意識改革を図っています。

 従業員の意見

職場への効果
・制度が整備され、社内の雰囲気も制度の利用を遠慮しなくてもいい雰囲気になっ
たと思います。

会社の姿勢や方針について評価できる点
・経営陣から、仕事と家庭の両立支援の取り組みについての想いが発表されてお
り、会社として、社員のワークライフバランスを考えてくれていると感じます。
・制度が制度で終わらず、実際に利用している人が複数います。

生活や働き方への影響
・男性の育児休業取得の実績があると、今後、結婚をして子どもができた時に自分
も育児休業取得を選択肢に入れることができるなと思いました。

職場での周知方法
・社内wikiに制度について詳細を説明したページがあり、とても充実しています。仕事
と家庭の両立について、定期的にアンケートが実施され、結果も共有されています。

認定部門 育児・介護休業制度充実部門


